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案内

日本看護教育学学会 
第30回学術集会（Web開催）

日時：オンデマンド配信8月16日（月）～8
月29日（日）
LIVE配信8月21日（土）10：00～15：00
テーマ：看護職者の実践を支える知の創
造
プログラム：［オンデマンド配信］基調講演
「看護教育学における研究の軌跡と展望」
舟島なをみ（新潟県立看護大学）／演題1
「病院を退職した看護師の経験の概念
化—2年以上就業した看護師に焦点を
当てて」高橋吏才子（千葉県看護協会），中
山登志子（千葉大学），植田満美子（千葉大
学），舟島なをみ（新潟県立大学）／2「潜在
看護師の離職から復職に至る過程—復
職に至った潜在看護師の経験の二次分析
を通して」植田満美子，舟島なをみ，中山
登志子／3「『病棟看護師の実習指導役割
自己評価尺度』を用いた自己評価の有効
性の検証」伊勢根尚美（東京慈恵会医科大
学附属病院），中山登志子，舟島なをみ／4
「副看護師長の役割追考に伴う経験の概
念化」和田卓麿（群馬県立県民健康科学大
学），横山京子（同），山下暢子（同），松田
安弘（同）／ 5「中小規模病院の看護部長
が担う院内教育提供に関わる役割」丸山
紀子（新潟県立看護大学），舟島なをみ／
［LIVE配信］シンポジウム「研究がもたら
す実践の質向上と看護職者の発達」松浦
一恵（国立看護大学校研究課程部看護学研究
科後期課程），鈴木真紀（国立精神・神経医
療研究センター病院），松田安弘，金谷悦子
（群馬県立県民健康科学大学）／ほか
参加費：8000円
参加申込方法：下記学術集会ホームペー
ジの事前参加申込サイトにアクセスして
登録
申込締切：8月18日（水）
問い合わせ先：日本看護教育学学会第30
回学術集会事務局
〒204-0024　東京都清瀬市梅園1-2-1 国
立看護大学校内
E-mail：jasne30@yahoo.co.jp
URL：http ://square.umin.ac.jp/jasne/
syuukai.html

案内

日本看護学教育学会 
第31回学術集会（Web開催）

日時：8月18日（水）～9月17日（金）
開催形式：オンライン開催
テーマ：COVID-19危機から学ぶ　看護
学教育のグローバルイノベーション
プログラム：会長講演「新たな世界で看
護を教える看護学教育」池松裕子（名古屋
大学）／特別講演「テレワーク疲労—新
しい労働形態が生み出したもの」武井麻
子（Office-Asako主宰／日本赤十字看護大学
名誉教授／東京都立大学特任教授）／教育講
演1「COVID-19パンデミック危機下での
SNSの活用と将来の展望」原田奈穂子（宮
崎大学）／2「合理的配慮が必要な学生へ
の緊急事態下における支援」工藤晋平（名
古屋大学学生支援センターアビリティ支援セン
ター）／ 3「〈弱いロボット〉と〈ケア〉との
接点をさぐる—ウェルビーイングを志向
する関係性のデザインの観点から」岡田
美智男（豊橋技術科学大学）／4「遠隔教育
と非言語コミュニケーション」中村克樹（京
都大学霊長類研究所）／5「あらゆる状況下
に生きる人 と々ともに—国際的な救援活
動の現場体験から伝えたい看護学教育へ
のヒント」伊藤明子（日本赤十字九州国際看
護大学地域連携・教育センター長・国際看護
実践研究センター長）／シンポジウム1「パ
ンデミック時代の看護職に求められる能
力」／ 2「COVID-19危機下の看護学教
育には何がおきていたか」／3「Exploring 
mutual collaboration to advance nursing 
education globally」
参加費：会員1万円，非会員1万2000円，
学生無料
参加登録：9月17日（金）正午
参加登録方法：下記Webサイトのオンラ
イン参加登録フォームより
問い合わせ先：［運営事務局］コングレ中
部支社
〒460-0004　名古屋市中区新栄町 2-13　
栄第一生命ビルディング
TEL：052-950-3369
FAX：052-950-3370
E-mail：jane2021@congre.co.jp
U R L：http ://www.cong re .co. jp/jane 
2021/index.html

案内

日本看護研究学会 
第47回学術集会（Web開催）

日時：8月21日（土）～22日（日）
テーマ：脳とこころのケアとサイエンス
プログラム：［オンデマンド配信］会長講

演　塩飽仁（東北大学教授）／特別講演　
生地新（北里大学教授，日本精神分析学会前
会長），大隅典子（東北大学教授，東北大学
副学長）／東日本大震災10周年講演　福
地成（東北医科薬科大学病院准教授，みやぎ
心のケアセンターセンター長），柴田滋紀
（NPO法人にじいろクレヨン代表），佐藤穂
波（東京大学医学部附属病院）／看護薬理
学公開セミナー（共催：日本薬理学会）　西
昭徳（久留米大学教授）／［ライブ配信
（Z o o m）］奨学会研究発表「日本語版

Weight Efficacy Life-Style Questionnaire
の開発」石川恵子（京都大学大学院博士後
期課程）／交流集会1「生活習慣病患者に
対する「聞き書き」という看護介入の紹介」
岡美智代／2「発達障害特性が感じられる
看護師への現任教育での課題と解決法の
検討」西田千夏／ 3「利益相反（COI）と
COI管理」高見沢恵美子／ 4「看護にお
ける対話の可能性—オープンダイアロー
グの基礎と「聴く」「話す」の体験」門間晶
子／5「医療依存度の高い子どものいる家
族が子育てできる力をつける医療・保健・
福祉・教育　関係者のチームづくり—課
題の整理と方策の検討」泊祐子／6「模擬
患者（Simulated Patient:SP）の立場から考
える効果的な模擬患者参加型教育—教
員とSPの意識のずれに着目して」西山忠
博／ 7「急性期病院に入院する高齢者に
対する身体拘束の最小化—急性期病院
における高齢者への安全な医療・看護提
供検討プロジェクト」叶谷由佳／8「新創
刊した Journal of International Nursing 
Research（JINR）への論文投稿のす めゝ」
法橋尚宏／9「ギャンブル等依存症対策と
コロナ下での看護のあり方について」日下
修一／10「アルコール依存症者の家族へ
のエンパワメントプログラム　その2—コ
ンプリメント，解決像の構築の技法体験」
越智百枝／11「国際活動への第一歩，い
まさら聞けない英文投稿のすすめ」岡美
智代／12「実践研究活動推進ワーキング
の立ち上げと活動の紹介—研究をつな
げる仲間を求めて」若村智子／ 13「日々
の看護の気づきを新しい看護技術として
開発し，対象者に還元するために（Miyaji-

ma式腹部圧迫法の例）」宮島多映子／ほか
参加費：（通常参加登録）会員1万1000円，
非会員1万3000円，学生1000円
※学生は，大学院生および看護師資格を
有する研修学校生などは含まない
通常登録期間：8月22日（日）16：00まで
申込方法：下記Webサイトの申込フォー©
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ムより
問い合わせ先：［学術集会事務局］東北
大学大学院医学系研究科保健学専攻小児
看護学分野
〒980-8575　仙台市青葉区星陵町2-1
E-mail：47am@jsnr.or.jp
［運営事務局］株式会社ソノベ
〒980-0014　仙台市青葉区本町1-12-12　
GMビルディング7F
TEL：022-261-7497
E-mail：jsnr47@sonobe.co.jp
URL：https://www.jsnr.or.jp/am/47/

案内

第25回日本看護管理学会 
学術集会（ハイブリッド開催）

日時： 現地開催・LI VE配信　8月28日
（土）～29日（日）
オンデマンド配信：8月28日（土）～9月27
日（月）
会場：パシフィコ横浜ノース（横浜市西区）
＋Web開催
テーマ：持続可能な社会をリードする創
造的看護管理
プログラム：学術集会長講演「持続可能
な社会をリードする創造的看護管理」叶
谷由佳（横浜市立大学医学部看護学科）／特
別講演1「持続可能な社会をリードする医
療政策—神奈川県の取組」黒岩祐治（神
奈川県知事）／2「新型コロナウィルス感染
症蔓延における日本看護協会の取り組み」
福井トシ子（日本看護協会），友納理緒（看
護師，保健師，弁護士，日本看護協会参与）／
3「The International Council of Nurses in 
the Time of the pandemic」Annette Ken-
nedy（President, International Council of 

Nurses）／ 4「なぜ国産ワクチンの開発は
遅れたのか— BSL4の存在と価値」冨岡
勉（自民党コロナ対策医療系議員団本部長，
衆議院議員・内閣第一部会長）／教育講演／
シンポジウム／市民公開講座／パネル
ディスカッションほか
問い合わせ先：［運営準備室］日本コンベ
ンションサービス（JCS）

〒1 0 0 - 0 0 1 3　東京都千代田区霞が関
1-4-2　大同生命霞が関ビル14階
TEL：03-3508-1214
FAX：03-3508-1302
E-mail：25janap@convention.co.jp
U R L：h t t p s : / / s i t e . c o n v e n t i o n .
co.jp/25janap/

案内

第15回日本慢性看護学会 
学術集会（Web開催）

日時：8月28日（土）～9月17日（金）
開催形式：Web開催
テーマ：豊かな人生をつむぐ慢性看護
プログラム：会長講演「慢性病者の豊か
な人生をつむぐ地域医療連携」古賀明美
（佐賀大学医学部看護学科）／基調講演「拡
大する看護の役割—人生100年時代を
どう支えるか」秋山正子（認定NPO法人マ
ギーズ東京）／特別講演「慢性病者を支え
る県単位での組織づくり」安西慶三（佐賀
大学医学部肝臓・糖尿病・内分泌内科）／教
育講演1「現代社会におけるスティグマに
ついての人々の思いとケア」黒江ゆり子
（岐阜県立看護大学地域基礎看護学）／2「人
的資源が少ない中でも実行可能な倫理コ
ンサルーションの取り組みかた—「倫理
的ジレンマ」を解決するためのアプローチ
法」板井孝壱郎（宮崎大学大学院医学獣医
学総合研究科）／3「慢性病に罹患しても仕
事をあきらめない—治療と仕事の両立
支援の要点」立石清一郎（産業医科大学両
立支援科学）／ 4「軽症・中等症慢性閉塞
性肺疾患患者への看護外来支援」田中孝
美（日本赤十字看護大学看護学部成人看護
学）／指定交流集会「急性増悪した筋萎縮
性側索硬化症；ALS疑い患者の意思決定
支援— CNSの倫理調整を振り返る」慢
性疾患看護専門看護師研究会／シンポジ
ウム1「高齢者の望む生活を支える看護者
の調整力」／ 2「慢性病をもつ人を支える
外来および地域での看護—豊かな人生
をつむぐ療養支援」／ほか
参加費：（事前登録）会員9000円，非会員
1万1000円，（当日登録）会員1万円，非会
員1万2000円，大学院生8000円，一般
学生3000円
事前登録申込締切：8月13日（金）正午
当日登録申込期間：8月16日（月）正午～ 
9月8日（水）正午
登録方法：下記Webサイトの参加登録
フォームより
問い合わせ先：［学術集会事務局］佐賀
大学医学部看護学科
〒849-8501　佐賀市鍋島5-1-1
FAX：0952-34-2546
E-mail：2021mansei15@ml.cc.saga-u.ac.
jp
URL：https://mansei15.com/index.html

案内

日本家族看護学会 
第28回学術集会（Web開催）

日時：ライブ配信10月2日（土）～3日（日）
オンデマンド配信9月20日（月）～ 10月20
日（水）
テーマ：勇気をもって，新たな知の冒険へ
プログラム：大会長講演「家族看護学の
研究方法—勇気をもって新たな知の冒
険へ」山本則子（東京大学大学院医学系研
究科高齢者在宅長期ケア看護学分野教授）／
特別講演「新たな感染症の時代の看取り
と悲嘆」島薗進（上智大学グリーフケア研究
所所長，東京大学名誉教授）／教育講演1
「ビッグデータで見えてくる家族の健康」
康永秀生（東京大学大学院医学系研究科臨
床疫学・経済学分野教授）／2「看護実践の
事例研究の学術性」家髙洋（東北医科薬科
大学教養教育センター教授）／シンポジウムI
「26th - 27th- 28th つながるシンポジウ
ム—With Corona時代の家族看護」／ II
「家族看護学研究の冒険—研究方法の
更なる多様性に向けて」／ III「家族看護
実践の冒険—新たな実践の枠組みを創
る」
前期参加登録締切：9月21日（火）まで
後期参加登録期間：9月22日（水） ～ 10
月15日（金）
参加費：［前期参加登録］ 会員9000円，
非会員1万円，学生（大学院生を除く）1000
円，［後期参加登録］会員1万円，非会員
1万1000円，学生（大学院生除く）2000円
参加登録方法：下記Webサイトの参加登
録フォームより
問い合わせ先：［学術集会運営担当］プロ
コムインターナショナル
〒135-0063　東京都江東区有明 3-6-11 
TFTビル東館9階
TEL：03-5520-8821
FAX：03-5520-8820
E-mail：jarfn28@procom-i.jp
URL：https://procomu.jp/jarfn2021/in-
dex.html

※ 掲載している情報は2021年7月10日時
点の内容です。学会開催の有無など，
最新の情報は主催元にご確認くださ
い。
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